
Ⅱ ホ ッキ ガ イの 人 工 採 苗 試 験

横山 勝幸 ･ 川村 要

は じ め に

ホヅキガイの人=採苗技術の開発を目的として､昭和 44年変より指定調査研究として行充ったもの

で､詳細については､昭和 46年変指定調査研究総合助成事業 ･種苗生産技術報告書 (青水増資料S.

46-M20)として発表 した｡

材料 および方法

1. 人 工 採 苗 試 験

① 母 月

l試験には福島県磯部産と青森県八戸産の母貝を使用した｡ 採捕 (到着)月日と母貝の性状等ば下

記のとお りであった｡

磯部産母貝 第 1回 3月 26日到着 3∩個

第 2回 4月21日 u 28個 平均額長 9.5cm 4 昼 見

八戸産母月 第 1回 5月 13日採捕 70個 n 8.4C仇 4- 8年月

第 2回 5月20日 n 80個 u 9.0cm 〝
第 3回 5月27日 N 80個 u 9.2mn n

き) 浮遊幼生の飼育

産卵誘発から浮遊幼生の飼育までけ昨年 と全く同様の方法で行貴い､今年変の浮遊幼生の飼育方

法を第1表に示 したo

(身 腐生稚月の飼育

A トロバコによる飼育

装置の模式図を第 1図-Aに示 した｡ トロバコ1個当_り約 1.5b/min.のろ過海水を流し､

餌料はphaeodactylum tricornutLm を主体にして飼育水平の餌料の密変が 2,000-5,仰O/C.C

になるよう常時滴下した｡

B 木製水槽による飼育

第 1図-Bに示 した水槽を屋外コンクリート水槽内に置き､直射 日光 と雨を避けるために木製

の蓋を付けた○隣のコンクリー ト水槽で培養 したプランク トンをサイフオンで給餌したが､プラ

ンク トンの増殖はあま _り良く充か った｡ ′

2･ 腐生稚月の餌料試験

試験装置の模式図を第2図に示 した｡
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第 1表 ホッキガイ浮遊幼生の飼育方法

水 糟 m 飼 育 開 始 飼 育 水 温 幼 生 数

餌 科第 1 回 123 昭和46年4月28日 18℃ 50万個〟〟 MonochrysisM

arine Yeast第 '2 回 4 5月16日 18℃

25万個 MonochⅣsis第 3 回 5678 5月 19日 20℃

16- 18℃ 100万個∫∫〟 ∫第 4 回 91nll 5月24日 18℃ 80万個9050

〟第 ラ 回 12 5月30日 18℃ 140万個 〟第 6 回 13

14151617 6月 2日 18℃ 100万個∫〟∫〟 〟第 7 回

1819202122 6月 19日 18℃ 10

0万個〟〟〟∫ . ∫第 8 回 2324 6月23日 自 然 海 水 温

50万個〟 ∫第 9 回 252627 7月 2日 自 然

海 水 温 100万個〟〟 〟● ヲ■q) 供試稚月 第 1回試験 平均穀長4.0m (3･75- 4･25m)

第2回試験

x 5.Ohm (4.75-5.25m)㊤ 餌科の種類と給餌量餌 科 の 種 類 絵 画 量

第 1 回 試 験 第 2 画 試 験A 区 Phaedactyltm tricornuttm 1日当b 約 5.275g 1日
当b 約 6.545gB 区 `̀Marine Yeast n lg x 29

C 区 M



③ 飼育水温 19.0±1℃

④ 給餌方法

第1回試験ではPhaeodactylunを

36万/C.Cの密度で100必(A区)､

Marine Yeast.1クと2クを 100

必と2008(B区とC区)に溶い
て､1日で所定毒が流れるように調

節した定量ポンプ (イワキQP-3

特型)によ,り常時給餌するようUCL允｡

第2'回試験も同様にして､給餌量

を2倍にしたo

Phaeodactyltmn細胞数(Nx106)

と乾燥葺景 (WjLg)との関係はN

-0･011Wとし､飼育水中の密変

を第 1回試験では 5,000/血､第

2回試験では10,000/C.Cと売る

･ようにしたo

結 果および考察

1. 人工採苗試験

① 産卵誘発と採卵

加温刺激による産卵誘発に

よって､磯部産の母貝より4

月28日に､八戸産の母且よ

り5月16日から7月2日ま

での間採卵できた｡

㊤ 浮遊幼生の飼育

第1回飼育(水槽A61- 3)

で餌科としてMarine Yeast

を試験したが結果は悪 く､浮

遊幼生の餌料としてば不適と

思われた｡ 今年匿は延 27水
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一la. 大智水*lニ上る庖生雑嘆の飼 育

一 第 1図 床生稚貝

の飼育方法QP-3(特81!)虎量水･シフ･

凹 11 1'よ 〆畠 出 血AB Bも CIL Dも第 2図 底生稚貝の餌科試験装置

凸 二 二槽､約2,300万個の浮遊幼生を飼育したが､浮遊幼生の歩留 りは不安定で､

300IL前後で全滅する水槽が多かった｡今後は安定し
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③ 底生椎貝の飼育

A.トロバコによる飼育

この方法によれば底生直後 (穀長約 30OP)か らの飼育が可能であ り､今回は トロバコ16

個を使用して､約3ケ月間の飼育で平均穀長2.8mm (1.5-9.7珊m) の稚貝を約 73,00O個重

産できた｡この結果より､飼育水温や給餌方法等を検討す るこ とによりトロバコ1個当.り平均穀

長2mmの稚貝を約 5.000個は生産可能と思われる｡

B.木製水槽による飼育

1回目に平均穀長417jL(320- 570P)の稚貝約 17,600個を入れたが生き残 ら夜かっ

舟｡ 2回目に平均穀長 1.4- (1.0- 1.92m)の稚貝約50.000個を入れたが結果は悪かった0

2.腐生稚貝の餌科試験

結果を第 2表に示したが､今回の試験では給餌量､飼育水温 (19℃l､試験時期 (12- 2月)､

試験期間 (20日間1等に問題があり､餌料効果を判定できる結果を得 られ夜か ったo

第2表 底生稚貝の餌料試験結果

試 験 開 始 時 試 験 終 了

時第1回読験 年 月 日 46､12､23 47

ヽ1ヽ11平 均 額 長 m172 (個体数) A

4.05 (20)ち 5.91 (10ー

C 4.08 (ムーI) ■■■■■一■一■■■■ 全 部 死

control 4.05 (2口)平 均乾 燥 重量 形 (個体数)

AB 6.21 (20)4.

70 (10)C 5.20 (

る)Dcontrol 4.95 (20)

第2回読験 年 月 日 47､1､27 47

12､ 15平 均 穀 長 M (個体数)

A 5,10 (20ー 5.01 (ll)

B 4.98 (20) 5.05 (

5)C 4.98 (20) 4.

99 (15)D 4.99 (20) 5.05

(6)conl.rol 5.99 (201

平 均 乾 燥 重量 形 (個体数) A ll.97 (ll)

B




